
2017～2018年度 No.1

　第 　 4　回 委員会名

委員長名

開催　日時

開催　場所

  ○  L 中嶋　文夫　委員長 ○  L 高橋　美恵子 副委員長 ○  L 元田　秀治　副委員長

　○  L 川口　学  副委員長 ○  Ｌ 福田　守弘 アドバイザー ○  L 杉田　昇 　副委員長

○  L 江森　陽子　  委員 ○  L 小笠原　耕司　副委員長 ○  L 新渕　伸也　  委員

 L 和﨑　健治　　委員  L 七戸　淳　　　  委員 ○  L 相野谷　信之 委員

○  L　島崎　政虎　 委員 ○  L 市原　晃毅　   委員 ○  L 清水　健二　  委員

○  L　関　飛雄一　 委員 ○  L 中村　久文　   委員 ○  L　杉谷　洋二　　委員

○ Ｌ山本 憲一　キャビネット副幹事
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2 キャビネット報告事項　　担当副幹事　Ｌ山本　憲一

3

作　成　者

承認事項：第3回委員会議事録

①当該年度の問題点　②ライオンズクラブ100周年を迎えた地区運営（守ること、改革すべき事）

③オリンピック・パラリンピックのLCとしての構想と創造　

　Ｌ杉谷　洋二

次　　　第

議　　　題

次回開催日
時

　　　　　　場 キャビネット事務局小会議室

これまでの討議内容についての確認。

アクティビティの重要性。会員増強に繋がる。

会員増強セミナー出席。中長期ビジョンとの関連性について。

委員長より、①②③の事項について委員長報告書にそって、内容確認。

　２０１７年　11月21日　　火曜日　　　１5時45分　～１7時００分

①当該年度の問題点　②ライオンズクラブ100周年を迎えた地区運営（守ること、改革すべき事）

③オリンピック・パラリンピックのLCとしての構想と創造

協議事項

議事録作成者　Ｌ杉谷　洋二

報告事項　キャビネット報告事項　担当副幹事　Ｌ山本　憲一

④複合主催セミナー　　⑤11/13第2回ｷｬﾋﾞﾈｯｯﾄ会議における委員会報告について

審議経過事項の概要

委員長挨拶　　中嶋委員長

・12/1　フジコヘミング　チャリティコンサートS席案内。

協議事項

委　員　会　報　告

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　司会・進行　Ｌ　杉田　昇

開会挨拶　副委員長　Ｌ杉田　学

委員長挨拶　

　２０１7年10月30日月曜日　　　　　　　１５時３０分　～　１７時００分

キャビネット事務局小会議室

　出席オブザーバー

中長期ビジョン委員会

 L中嶋　文夫

出席者



日程：11月14日（火）13時15分～

東京都との打ち合わせについて

NPO法人とライオンズクラブの差。

賛助会員、家族会員の役割。

また、会員増強委員会等では周知している内容であり、来期以降に繰越とする。

賛助会員の会費は平均3万円。クラブ会員の約25％。

審議経過事項の概要

オリンピック・パラリンピックのLCとしての構想と創造

川口Lより会員拡大セミナー出席による感想及び意見

5年以内の退会者が多いため、退会率を下げる取組が必要。

クラブ会費の削減。女性会員の増加及び役職。

家族会員の意義。

No.2
議　　　題

11/13第2回ｷｬﾋﾞﾈｯｯﾄ会議における委員会報告について

その他意見

関Lより、10/17　L工藤オリパラ委員長とのミーティングについて報告

現状を把握する上では必要ではあるが、日程が合わないこと等理由に中止となった。

委員長より複合地区主催予定であったセミナー中止の案内。

複合主催セミナーについて

オリンピック・パラリンピック支援委員会からの具体的な支援策

①2020年パラリンピックのメダリスト全員に報奨金100万円授与。

②新国立競技場に時計台寄贈。

③東京パラリンピック出場を目指している選手への支援等

中長期ビジョン委員会として、東京都と協議、提案していくことを確認。

議事録作成L杉谷より

過去3回の委員会討議内容の委員会報告書の確認（10/26提出済）

第2回キャビネット会議委員長報告書参照

委員長報告書の通り、方向性が固まってきました。東京都との連携も当委員会として重要な役割だと

思います。今回の出席者も多く活発な意見が多数でましたので、次回も皆さんの出席をお待ちしております。

パラリンピック・障害者の方にフォーカスした趣旨の相談。

ロータリー等他団体とのコラボ。大きなことをするには、連携していくことも必要ではないか。


